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編集 後記にか えて

て，なん とか使え るところ まで こ

ぎつけた とい う感 じであ る。

WAIプ ロジ ェク トを

   終えて

 ● 組繊行動研究No.21の 後

記で， ヤ ッ トWAI研 究 の基礎 で

あ るヨコの研究が一段 落 した。次

号は，い よい よ待望の タテの研 究

だ と書いた。

 既 に述べた ことであ るが，著 者

がWAIに ついて関心を もち，折

りにふれ て試用 しは じめたのは，

30余 年 も前 の ことであ る。併 し，

TATそ の他， ア レコレと忙が し

く，一応 ，本格 的に手をつけ だ し

たのは'83で あ る。以来，略 々10

年 かかって，やっ と，パー ソナ リ

テ ィ把 握のための一つ の道具 とし

 ● これ は 著 者 の現 在 まで の研

究 生 活 の 感 想 で あ るが ，一・つ の テ

ー マ とい うか プ ロ ジ ェ ク トを こな

す の に は ， 大 体 ， 数年 か か る(勿

論 ， テ ー マ の 大 き さ， プ ロ ジ ェ ク

トの 体 裁 に も よ るが)。

 併 し，一一つ の テ ス トを な ん とか

使 え る よ うに す る に は ， 大 体 ，

10年 か か る とい うのが 実 感 で あ

る。

 とい う こ とは ，研 究 者 生活 を30

数 年 と して ， 大 体 ，3～4本 とい

う こ とで あ る。 この辺 の とこ ろを

よ くわ き まえ て， 対 象 ・プ ロジ ェ

ク トをfxら ば な い と， 生 産 性 ，や

り甲斐 が 問題 に な ろ う(著 者 に と

っ て は ，今 更 ， こ ん な こ とを 云 っ

て もは じま らな い が)。

 ● まあ，それ は扨 てお き，本

論文 の 目玉 の一つは “4WAI反

応の相互関連性の分析”で ある。

これは ，岩熊 の修士論文で あ り，

恐 ら く，初 めて “一人の個性 をも

った，特 定の ，具体的な個人のセ

ル フ ・イメージの構造”に科学の

メスを入れた もので ある。 この よ

うな個人の パーソナ リテ ィの中心

部分に，実験的手法で切 り込んだ

ものは恐 ら く，は じめ ての試みで

あ り，学会で も注 目を集めた もの

で ある。具体的な内容は省 くが，

今後， このよ うな 「個人的構造分

析」がすすむ よ うになれば，パ ー

ソナ リテ ィの 「個性記述的」な研

究 も，地に足がついた ものになろ

う。

 ● 目玉 の もう一一つ は “5事

例分析の試み”であ る。 ここで，

使われたパー ソナ リテ ィ ・スキー

ム(表5-1)は ，No.19で 述べた

よ うにWAIの 実証的研究か ら帰

納的にえ られ た もの で あ る。 こ

のスキ ームに従 って，情 報を集め

(テス ト・バ ッテ リー)， それ らを

綜合 してパ ーソナ リテ ィ・スケッ

チを描 きだす ことに よって，個人

の0ソ ナ リテ ィを包括的に把握

す ることが可能 とな る。(5-1，5-

2参 照)

 この場合，比 較的，簡便に全体

像を把え る方 法 と して，SCTと

WAIの 組合せ が考 え られ る。 こ

の二つのテス トは，その特徴 が相

補的であ るか ら， これ らを組 合せ

ることに よって， よ りよい把 握が

可 能 とな る。 これ が，本 研究 の最

初か らの大きな狙 いの一 つである

ことは再 三述べた。そ して，それ

がほぼ狙 い どお り達成 され た とい

うことは，事 例を見れば御理解頂

け た ことと思 う。

 コ レデ ， ヤ ッ ト，一 丁 ア ガ1丿。

ヤ レ ヤ レ とい っ た のが 現 在 の心 境

で あ る。

(愼 田)
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